
■令和4年度　市長をかこむ会  　　　　

白浜地区　R4.10.6（木）　　19：00～20：13　　場所：白浜地区公民館

出席者 住民 ２２人
市　大城市長・福岡市立病院事務局長
政策推進課　六條補佐・宮田主任

担当課 事項 要望内容等 かこむ会での回答

商
工
観
光
課

※事前質疑
市外から転入
している若手
（新規採用等）
職員の八幡浜
市の地域活性
化・イメージ
アップ協力の
推進について

年度初めに、市内で「新就職者激励大
会」が開催されているが、その後の交流
や活用などされていないように見受けら
れる。
貴重な若者が少しでも八幡浜に定住し
少子化に歯止めがかかるよう、または、
市外に転勤等となっても「ふるさと納税」
や「観光客」など八幡浜のファンとして地
域の活性化に協力してもらえるよう、市
の取り組みが必要ではないかと思うが、
何かそのような取り組みを行っている
か。

八幡浜市発展の原動力としての活躍を期待し、開
催している新就職者激励大会は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、令和2年度および令和3
年度の開催を中止としていたが、今年度は3年ぶり
に開催し、市内の新就職者149名（商工観光課調
べ）のうち59名の出席があった。
例年、式典、基調講演のほか、新就職者同士の歓
談時間を設けているところだが、今年度はコロナの
影響を勘案し、新就職者同士の歓談時間について
は、実施を見送ったところである。
異職種の新就職者が集まる貴重な機会であるの
で、内容については再検討したいと思うが、この大
会だけでなく、会議所や商工会とも連携し、さまざ
まな場面での情報発信に、積極的に取り組んでい
きたいと思う。

商
工
観
光
課

※事前質疑
空き店舗など
のシャッターを
活用した、商
店街の活性化
について

空き店舗を解消する取り組み以外に、
空き店舗を資源として有効活用する方
策について、市で何か対策は行ってい
るか。

近年の空き店舗活用事例としては、令和元年6月
から、子育て支援事業「やわたはま銀座バスケッ
ト」を実施している。この事業は、地域・企業・行政
が連携した、銀座商店街を拠点として実施する子
育て支援事業の総称で、小学生を対象とした夏季
休業等の長期休業の際に「休日子どもクラブ事業」
などの取り組みを行っている。
また、商店街の中には「黒い商店街」のような、賑
わい再生を図る動きもあり、このような取り組みや
空き店舗解消のための取り組みがあれば、積極的
に支援していきたいと考えている。
市としても、空き店舗の実態として、店舗兼住宅が
多いため、賃貸前提にはなるが、地域や時代の
ニーズにあった、有効な方策があれば、取り組んで
いきたいと思う。

政
策
推
進
課

※事前質疑
市長への自由
な提案募集窓
口の開設につ
いて

八幡浜市においては、市民からの提案
について、直接市長に届くシステムがあ
るかどうか。
スーパーのフジなどでも、「お客様の声」
など受け付けるシステムがあるが、市で
は見かけない。
あるとした場合、どこにあるか、または、
どのように市民に広報されているか紹
介願いたい。

市民の方が直接市長に提案するシステムについて
は、「市長をかこむ会」がある。
私が市長に就任した翌年の平成22年から昨年まで
の間、地区に足を運び開催している。これまでに、
市の重要施策から地域の身近なことまで、幅広くご
意見・ご要望・ご提案を伺い、できるだけ市政に反
映させようと努めてきた。
今年度についても、新型コロナウイルスの感染対
策を講じたうえで開催しており、四国電力跡地の活
用方法などについて、市民の方から具体的な提案
をいただいている。
市では意見箱のようなものは設置していないが、
「市長をかこむ会」以外についても、地区等からの
陳情、各種懇談会、市ホームページ内のお問合せ
フォーム等で提案することもできる。
そのほか、従来からの担当課への電話や窓口での
対応も幅広くお受けしているので、市政に対するご
提案があったら、遠慮なくお申し出をいただけたら
と思う。
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担当課 事項 要望内容等 かこむ会での回答

総
務
課

※事前質疑
市のホーム
ページの定期
的な見直しに
ついて

市では、ホームページの情報について、
見直しの規定は定めていないのか。
どのようなタイミングで見直しを行ってい
るのか。

市のホームページは、主に各課からの依頼に基づ
いて総務課で更新している。
見直しの規定は定めていないため、各課の判断で
更新している。
また、総務課でも情報が古かったり、間違いを見つ
けた時点で担当部署と協議し、更新していたが、す
べてのページについては見直しできていなかった。
今後は各課と協力して定期的に見直しを行い、最
新の情報を利用者の方に提供できるよう改善して
いく。
【補足】
市ホームページについては、記事の更新をそれぞ
れの担当部署にお願いしたほか、全面的な更新を
今年中に予定している。

市
立
病
院

※事前質疑
地元で出産の
できる医療体
制の整備につ
いて

市として、安心して「産む」ことができる
施策として、どのようなことを行っている
のか。

当市では医師確保のため、市長、市立八幡浜総合
病院院長が毎年愛媛大学の産婦人科に出向き、
医師派遣のお願いをしているが、教授から医局の
人員不足を常々言われている。
さらに、分娩はすべてが安産ではなく、母体に危険
がある場合は麻酔科医、新生児に危険がある場合
は小児科医との連携も不可欠になってくる。
現時点では条件が整っていないが、総合病院とし
て八西地域の周産期医療を担うため、早期の「産
科」の再開を目指している。
ご提案の広域連携した公立病院「産科」の開設に
ついては、近隣の大洲市、西予市の公立病院には
常勤の産婦人科医師は在籍していないため、難し
い状況である。
本年1月に市立八幡浜総合病院に産婦人科の常
勤医師１名が着任され、週5日の外来診療と入院
が可能な体制となった。県下では愛媛大学から夜
勤等の応援医と常勤医師2名体制で分娩を行って
いる公立病院もあるので、市立八幡浜総合病院で
の常勤の産婦人科医師の確保に努めていく。

商
工
観
光
課

※事前質疑
ウィズ・コロナ
社会における
飲食店の利用
者増加対策に
ついて

市として、利用者が飲食店を安心して利
用できるよう、何か対策など行っている
か。

愛媛県では現在、愛媛県が定める感染症対策を講
じている飲食店に対し、「愛顔の安心飲食店」の認
証を行っており、八幡浜市内の飲食店のうち、9月
27日現在で104店舗が認証を受けている。
本市としても、愛媛県と連携し、この認証制度への
加入促進を図ったところであるが、引き続き、加入
促進とホームページ等を通じた認証店の紹介に取
り組んでいく。

生
活
環
境
課

※事前質疑
市運営の永代
供養の進捗状
況について

市長の公約にもあったかと思うが、市民
が待ち望む「永代供養」は令和何年ごろ
に完成する予定か。
双岩の火葬場隣接地に造ると聞いてい
たが、その後の進捗状況について説明
をお願いしたい。

市民が納骨堂や墓地に対しどのような認識を持
ち、需要がどれほどあるのかを調査するために、8
月に市内居住の30歳代から70歳代の200人を対象
にアンケートを実施した。
その結果、墓を管理する者（継承する者）がいない
ため、墓じまい（改葬）をして、納骨堂に納骨したい
という方が多くいらっしゃることがわかった。
まずは、今年度中に市所有の土地の中から、設置
場所の基準に合った建設地の選定を進めていく。
なお、火葬場の隣接地は候補地の一つであり、建
設地はまだ決定していない。
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担当課 事項 要望内容等 かこむ会での回答

税
務
課

※事前質疑
軽自動車税の
決済について

軽自動車税の支払いをペイペイやカー
ド決済ができるようにしてほしい。
もしくは、コンビニ払いができるようにし
てほしい。

令和5年度から軽自動車税（種別割）の納付書に
「QRコード」が付されることとなる。これまでは、口
座振替や各金融機関の窓口等でお支払いいただ
いているが、来年度からはそれらに加えて、ご自身
のスマホでそのQRコードを読み込むだけで、納税
が完了できるようになる。
ただし、金融機関等の窓口での納付には、従来通
りクレジットカードはご利用できない。
ちなみに、この仕組みについては、軽自動車税だ
けでなく、固定資産税、都市計画税、市県民税の
普通徴収、国民健康保険税においても令和5年度
から導入できるよう準備を進めているところである。
なお、軽自動車税は、5月・6月の2か月間ではある
が、平成25年からコンビニでお支払いできるように
なっている。今年度は、口座振替契約者等を除く
11,453件の納付書をお送りしたが、そのうちコンビ
ニでお支払いいただいた件数は、5,432件で実に
47.4％の利用率であった。

水
道
課

※事前質疑
水道料金の決
済について

水道料金の支払いをカード決済ができ
るようにしてほしい。

水道事業の経営は、使用者様にお支払いいただい
ている料金で成り立っている。
税金等については、来年度から全国の自治体で
QRコード化が義務化され、当市においても、各種
キャッシュレス決済の導入に向けた作業を進めて
いるところである。この取組は、国の施策であり、納
税者の皆様方には特別な負担がないように配慮さ
れている。
しかしながら、水道料金については、この取組の対
象となっていないため、仮に市独自に導入を進め
ると、それに伴う料金システムの大規模改修、当市
がカード会社に支払う手数料等、大幅に経費が増
えることになり、結果として利用者様にお支払いい
ただく水道料金の値上げにつながるので、導入は
難しい状況である。
当市では、今後人口減少や節水機器等の普及に
より、水道料金の収入減少が続いていくことを踏ま
え、利用者様のお支払い手続きが簡便で、かつ当
市の金融機関等に支払う手数料の負担を抑えられ
る口座振替をお願いしている。
今後とも効率的な事業運営に努めるとともに、利用
者様のニーズや社会情勢の変化等を踏まえなが
ら、カード決済を含む新たな決済方法の導入につ
いては、引き続き検討を行っていくので、ご理解の
ほどよろしくお願いする。

生
涯
学
習
課

自治公民館へ
のフリーWi-Fi
の設置につい
て

自治公民館にフリーWi-Fiの設備を設置
してほしい。

地区公民館でもWi-Fiを設定しているところがない
ので、まずは地区公民館から検討していくのが先と
思う。
地区公民館には八西CATVの回線が来ているの
で、Wi-Fi端末を設置したら使えるようになるので、
まずは地区公民館からであると思う。

総
務
課

ポール街灯の
設置について

空き家が多くなり周辺が暗くなって歩き
づらいので、ポール街灯を設置してほし
い。

防犯灯は地区で設置しているものである。地区の
代表の方に相談をしてほしい。
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担当課 事項 要望内容等 かこむ会での回答

総
務
課

街灯のLED化
について

大平地区はエリアが広く、まだ蛍光灯の
街灯が80数台設置されている。LEDの
街灯に変更してほしいが、年2台の補助
では40年かかってしまうので、市で交換
をお願いしたい。また、災害時に避難道
が暗いと大変なため、停電時にも点灯
する街灯を設置できないか。

川上地区も防犯灯が多いということだったが、地区
の予算で一通りLEDに更新した。これからのことを
考えるとLEDに変更した方が良いということで、地
区で先にLED化した地区もあるので、大平地区だ
け市がするのは難しい。
避難道等、本当に必要なところはしないといけない
と思っているので、相談してほしい。

総
務
課

市職員の防災
訓練への参加
について

病院関係も含め市の職員に地区の防災
訓練に参加してほしい。上層部より全職
員に地区の防災訓練に参加するよう伝
えてほしい。

各年によって職員の防災訓練の設定を決めてお
り、まず地区の防災訓練に参加した後、市の防災
訓練に参加する年と、市の訓練を重点的にするた
め、市の訓練にのみ参加する年がある。今年はど
ちらの年かということを、地区にも連絡する。
【補足】
これまでも市職員の防災訓練への参加について
は、地区の自主防災組織に連絡しているが、今後
も引き続き連絡する。

総
務
課
・
下
水
道
課

避難所へのマ
ンホールトイレ
の設置につい
て

避難所にマンホールトイレを設置してほ
しい。

マンホールトイレはマンホールが断絶していたら難
しいところがある。八幡浜市ではトイレカーを2台購
入している。マンホールトイレがどれだけ使えるか、
検討しながら確保していきたい。
【補足】
マンホールトイレは下水道管が地震等により断絶し
ていたら難しいところがあり、応急的には仮設トイ
レの設置が必要となる。八幡浜市ではトイレカーを
2台購入している。各避難所へマンホールトイレが
どれだけ設置可能か下水道管路の布設状況を踏
まえて判断し、危機管理と検討・連携しながら確保
していきたい。

総
務
課

ペットを飼って
いる人のため
の指定避難所
について

ペットを飼っている人のための指定避難
所を市民に情報公開していくのは大事
ではないか。

避難所の一角でペットの管理をするとか、そういう
ところを決めていかなければならないと思う。地区
の自主防災の中で相談しながら、ペットのあり方を
検討してもらいたい。
【補足】
ペットを飼われている方自身もペット用の避難グッ
ズを準備していただきたい。
また、避難者の中には動物アレルギーを持ってい
る方もいるため、地区の自主防災組織の中で、ペッ
ト同行避難のあり方も検討してもらいたい。
市では、旧双岩中学校及び旧青石中学校をペット
同行避難所として利用できるよう、ペットゲージを
大・小10基ずつ計20基をそれぞれの避難所に整備
しているので周知していきたい。

総
務
課
・
生
活
環
境
課

災害ごみの集
積所について

災害ごみをあらかじめ集める場所をここ
にするということが決まっているのか。

今のところ、環境センター、スポーツパークが災害
ごみの集積所になると思っている。
【補足】
災害廃棄物の仮置場として、スポーツパークのほ
か北浜公園、王子の森公園、神越コミュニティ公園
等のグラウンド、須田埋立地等の埋立地や八幡浜
市第二建設残土処理場等の残土処理場など計13
か所を候補地としている。
災害の規模にもよるが、主に環境センターに隣接し
ているスポーツパークでの対応を考えている。
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担当課 事項 要望内容等 かこむ会での回答

総
務
課
・
社
会
福
祉
課

災害時の要支
援者について

南海トラフ地震が発生したとき、どのよう
に要支援者を避難させたらよいのか不
安に思っている。要支援者名簿をどう
やってうまく活用したらよいかというとこ
ろが不安である。要支援者避難班といっ
たものに、各地区の民生委員を充てると
いった組織が良いのではないか。

民生委員に要支援者名簿を渡している。地区の自
主防災会の中で情報共有し、対応してもらうしかな
いと思う。自助共助の中に、その情報を交えて、ど
うしていくかということが大切になるので、ぜひそう
いうところも考えながら、防災訓練の中で取り組ん
でもらいたい。
【補足】
昨年、長崎県の大雨特別警報下に高齢者宅に向
かった民生委員が亡くなったケースを受けて、厚労
省が見守りよりも自身の安全を優先するように、ま
た見守りが必要な場合は自治体等に状況の伝達
を、といった通知もあり、高齢者が多い（平均年齢
68歳 令和4年10月現在）の民生委員を避難班に充
てることは難しいと思われる。

水
産
港
湾
課

フェリーのバイ
ク積載台数に
ついて

どこのフェリー会社もバイクは5台までし
か載せれないと言われた。少ないと思う
ので、機会があればフェリー会社に増や
すよう話をしてほしい。

初めて知った。可能ならば台数を増やしてもらうよ
う伝えておく。
【補足】
八幡浜港のフェリー会社に確認したところ、繁忙期
（年末年始、GWなど）を除いては、バイクの乗船台
数の制限はしていないとのことである。

政
策
推
進
課

若者の定住策
等について

市外からの新卒者が何十人と来ても、
結局定着せずに出て行ってしまう。何と
か増やす、定着するような対応をするこ
とはできないか。

八幡浜市の最大のネックは家賃が高いことであ
る。南予地域外から八幡浜市に移住した場合、月1
万円家賃を補助する制度を今年度作った。皆さん
方からもこの制度を広めてほしい。
コロナが落ち着いたら、商工会議所、保内商工会と
連携しながら、働いている若い人に対してコミュニ
ケーションを取れるような場所を作ってもらうような
ことをこちらからも提案していきたいと思う。
八幡浜に住んでいる外国人も含めて若い人みんな
が住みやすいような環境を作っていければと思って
いる。あとは、その中で、マッチングできる、結婚し
てもらえるようなことがあれば、ご提案いただきた
い。
【補足】
南予地域外から移住した若年世帯・子育て世帯を
対象に家賃補助制度を創設した。補助金の上限額
は子育て世帯が月15,000円、若年世帯が月10,000
円で、最長2年間補助を受けられる。
転入から6か月以内の申請や、居住年数等条件も
あるため、対象となるかどうか、事前に政策推進課
に相談してほしい。
今後も若者の定住に向け、これまでの取り組みの
改善や新たな施策の創設など検討を進めていく。

総
務
課

避難訓練時の
消防団につい
て

避難訓練に自主防災会や公民館は参
加しているが、消防団は何をしているの
か。

他の地区の消防団では、自主防災会より依頼を受
けて避難訓練に参加し、消火器の使い方や心臓
マッサージ等を地区の方に教えていた。白浜地区
でも消防団に一度声かけをしてみてはどうか。
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